アメリカの経常収支赤字は持続可能か：2つの見解　
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第一の見解：「アメリカ経済重視」論

…アメリカの経済状況と、対外債務の残高・フローおよび借入債務の利払超過の大きさがアメリカの個人消費と経済成長によって何を意味するかという点。

・・・(米国債等)低い利回りで自国通貨建ての資産を発行し、(株式や社債等)市場性のある試算の比率が高く、かつ生産性の高い国は、金利が高く、確定満期・確定期日返済の外貨建て銀行借入を行う国よりも、長期間にわたり経常収支赤字を拡大し続けること可能。

第二の見解：「世界資産重視論」(サステナビリティに関するグローバル・ポートフォリオ論)

…世界経済の状況および資産のリスク、リターン、分散投資に対する選考の他に、アメリカ国内の経済状況に視点。この見解はアメリカ中心ではなく、金融変数をより重視。

◎外国人投資家は、分散投資行動を修正しポートフォリオにおけるアメリカ資産の組み入れ比率を高めていく必要あり。

◎アメリカ資産への投資額は、｢資産ストック｣効果対「相対投資収益率」効果の強弱により決定

※経常収支赤字の対ＧＤＰ比だけを分析対象としていたのでは、短期的なサステナビリティおよびドル相場のいずれについても十分な考察を加えることできない
